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大同工大キャンパス�

特別取材：編集室の初夢�

「学長、今年の初夢は？」�
大同工大の卒研は面白い�

工学研究の醍醐味に触れる！�
学生の活躍�

レガッタ、駅伝、建築設計競技など�
元気印の卒業生③�

突然、東京・南青山から仕事が！�
大同工大のグルメスポット③�

イタリアン　Ｐａｓｔｅｌｌｏ�
トコトン先生、トコトン奮闘！�

�
就職戦線情報�

週刊朝日、サンデー毎日の�
就職内定率ランキングで４位と３位に！�
開かれた大学�

ライト兄弟初飛行百周年記念「模型飛行機教室」、ほか�
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2008年からタイムスリップ！�
�
編集室　今年の初夢は何年の夢でしたか？�
澤　岡　平成20年、2008年です。それがまたうれしい夢でした。
大同工業大学が厳しい大学のサバイバルレースを勝ち抜いて確
固たる位置を勝ち取っているのです。�
�

新学部が完成して5000人の�
大学になっているのです！�
�
編集室　具体的に聞かせてください。�
澤　岡　新しい学部ができて、「大同工大の新しい学部は楽しい
から行きたい」と全国から学生が大同工大へ集まって来ているの
です。工学部、情報学部で3400人、この新学部が1600人で合
計5000人の学生が集まる3学部の大学になっています。�
�

新学部は医療工学系！？�
�
編集室　新学部というのは、何学部なのですか？�
澤　岡　（めずらしく「うるさいな」という表情で）�
それは、医療工学関係の学部です。昨年も書いたはずです。�
�

大学院も充実！�
�
編集室　失礼しました。それで…？�
澤　岡　更にうれしいことに、全学生の3分の1が大学院へ進学
して、修士800人、博士200人、合計1000人の大学院となった
のです。�
�

DITを発展させたのは？�
�
編集室　真にうれしいことですね。ここに至るDITの戦略は？�
澤　岡　2004年から再び高校3年生人口が大きく減り始め、ま
た国公立大学の法人化などの動きによって大学間競争が激化し、
多くの大学が淘汰されました。そういう中で、大同工業大学も
5000人の大学にならなければ、独立採算は守れないということ、
そして工学部、情報学部の2学部だけでは5000人規模の大学を
創り上げるのは不可能ということで新学部構想を学内で議論して
もらい、私の構想と照合して立ち上げたのです。新学部が2008
年に2学科で完成したのも、学園、大学関係者皆さんのご努力の
賜物です。�

�
�
�
�
�

大同工大キャンパス編集室・初夢�

澤岡学長、今年の初夢は！？�
　大同工大キャンパス編集室の初夢、それは何と学長の初夢取
材だった。新年早々「そそう」のないことを祈りつつ、いざ！�



ジェット機の弾道飛行中の無重力を体験する澤岡学長�

他大学に惑わされず、�
DITならではの大学づくり！�
�
編集室　他大学がいろいろ新しい学部を立ち上げましたね。�
澤　岡　2003年当時、言われていたのは、「薬学部を作ればま
ず失敗しない」ということでした。しかしその構想はきっぱり捨て
ました。だって薬学部は2004年から5年にかけて名古屋だけで
も4つの大学で開設されたのです。そんなところへ後から参入す
るよりも、他大学には真似のできない学部、全国から学生を呼べ
る学部を立ち上げようということで新学部を立ち上げたわけです。�
�

宇宙飛行士になります！�
�
編集室　ところで学長のもうひとつの大きな夢、宇宙飛行士の夢
はどうなっていますか。�
澤　岡　アメリカのスペースシャトル分解事故で宇宙ステーショ
ン計画が遅れに遅れ、日本のモジュールの完成が2010年と発表
されました。あと2年です。そのとき私は72歳になりますが、あく
まで日本人最高齢の宇宙飛行士を目指しています。今年から訓練
が始まりますので、正月過ぎたら酒を断って、厳しい訓練を乗り越
えたいと思っています。�

�
�

夢の最後で酒を絶つ決意を！�
�
編集室　ということは、2008年のお正月以降は、お好きな酒を
絶たれるということですか。�
澤　岡　実は1月2日の初夢の最後が、すごい夢でした。某大学
から合同で学部を立ち上げないかとのお誘いを受け、OKの返事
を出したのですが、一夜明けたらその大学にDITが乗っ取られて
いました。ビックリした途端に目が覚めました。汗をびっしょりかい
ていて、普段なら二日酔いになるところを二日酔いまで吹っ飛び
ました。これを機会に酒を絶とうと決心したのです。�
�
�
�
編集室　「いい夢と恐ろしい夢の2本立て」というわけですね。ど
うもありがとうございました。�
�
�
�
　やはり学長ともなればご苦労も多く、またすごい夢を見られ
るものだと感心した。しかし「学長がお酒を絶たれるとは大ス
クープだ」と力んだ瞬間に、記者も初取材の夢から覚めた。と
りあえず夢の中で「そそう」はなかったようだが、本番の仕事
で出ないかと急に心配になってきた。�
�
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工学研究の醍醐味に触れる！�
　今号から、DITの卒業研究（卒研）をリポートします。�
DITの卒研は、学生たちが担当教授と一緒に取り組みます。先
生が学生たちに先生の研究の全てを提示し参加させ取り組ま
せます。だから学生たちは各分野の先端研究や実験に参加で
きるのです。�

　また、それぞれの卒研は、学術的な研究のための研究では
なく、産業界と連携した実用化に繋がる研究です。DITの卒研
が多くの学会で入賞を果たしたのも、これらの点が評価され
たからなのです。�

　燃料電池については今更多く解説する必要はなかろう。自
動車用、家庭用、モバイル用電源としてその可能性と期待はま
すます高まっている。堀先生は、日本の燃料電池研究の第一
人者。研究歴も20数年に及ぶ。�
　先生が卒研生たちに課しているのが、電池性能のよいデー
タを出す設計。集まっている卒研生たちは、車・バイク好きから、
新しいもの好き、数学得意人間、果ては何となくきた人まで様々。
かつて東芝に在籍した堀先生、「企業の厳しさをそっくり持ち
こむから厳しさが学べます」とは卒研生の実感。外国からの研
究者も3人いて、文字通りグローバル体験までできる。「この
研究室にはチャンスがいっぱい」、「やる気さえ出せばやりた
いことができる」、そして「酒は20歳になってから」、「英語頑
張れ」という卒研生から高校生へのエールも飛び出した。�

大
学
の
燃
料
電
池
研
究
の�

最
先
端
が
、堀
研
究
室
。�

機械工学科�
堀 美知郎 教授 研究室�

大同工大の卒研は面白い！！�
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　自動車の省エネにとって、現在、大きな課題となっているのが、
車体の軽量化。その切り札がアルミニウム合金だ。自動車の車体
はアルミニウム合金を様々な形に変形することになるが、そのと
き重要なことは、肌荒れや割れを生じることなしにきちっとした
形にする技術である。これまで使用されてきた軟鋼板に比べ、ア
ルミニウム合金板は成形性が劣るという問題がある。�
　小野研究室では、経済産業省の委託を受けた共同研究の一環
として、アルミニウム合金板を曲げ成形するときに生じる肌荒れ
の評価法の開発という、地道だが重要な研究に先生と卒研生た
ちが一心同体で取り組んでいる。�
　「先生からダメダメトリオと言われながらも、研究は楽しくて、
何より一つ一つの作業をきっちりすることの大切さを芯まで叩き
込まれました」と3人の卒研生。「この卒研は実務的です」、「も
のづくりが苦手だったが、やり始めたら先生の邪魔をしながらで
も挑戦しようという気になり、ここまで来ました」、「華やかではな
いけどやりがいのある研究です」などなど、生き生きと明るい声
が返ってきた。�

情報機械システム工学科�小野 宗憲 教授 研究室�
自
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電気電子工学科�岩間 三郎 教授（副学長）研究室�

　材料をナノの単位、すなわち10億分の1メート
ルレベルの超微細なナノ粒子にすると、いろいろ
面白い性質が現れてくる。ある種の物質では、熱
を電気に変えたり電気を熱に変えたりできる特性
に極めて優れることが最近わかった。この特性を
利用すれば自動車や発電所、工場などで無駄に捨
てられている熱エネルギーを電気に変えること
が可能となる。自動車はエンジンで発生させた熱
エネルギーのうち駆動力に使っているのはわず
か18％。ラジエーターで40％、マフラーから30
％もの熱エネルギーを無駄に捨てている。ナノ粒
子の特性を利用すれば、そのエネルギーを有効
利用できることとなる。かくして岩間研究室最大
のテーマは、効率のよい熱電変換素子で地球を救
うことである。�
　岩間先生はFGE方式という独自のナノ粒子作
製法を開発された。そして今卒研生たちに挑戦さ
せているのが、レーザー光線を使ってアモルファ
ス（原子が不規則に並んでいる）粒子をつくること。�
　「ナノという言葉に引かれてナノに取り組みま
した」、「物質をナノ粒子まで小さくすると、全く思
いもしなかった新しいモノができることが面白い」、
という声とともに、「次世代を越えて次々世代を
目指す」という大きな目標も卒研生から飛び出した。�

今脚光を浴びているナノテクノロジーなら�
岩間研究室。�

大同工大の卒研は面白い！！�

レーザー光線照射中�

Between 2003年11月号の�
特集記事にも紹介された。�
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建築学科�
光田 恵 助教授 研究室�
　建築学科を目指す高校生やそのご両親で、建築学科に「に
おい」研究の講座や研究室のあることを知る人は少ない。
しかし建物のにおいを消すことは重要な課題だ。DIT建築
学科の光田先生は、日本でも有数の「建物内のにおい」研
究者。企業との共同研究実績はDITでもトップクラス。外国
の研究者との交流も活発で、テレビにも出演される。また
昨年先生の指導を受けた卒研生の卒業論文が、日本建築学
会卒業論文賞を受賞した。�
　今回紹介する卒研生が取り組んでいるのは、調理臭と老
人ホームのトイレ臭に関する研究。調理臭では焼き魚、酢豚
といった定番料理の調理時における屋外へのにおいの広
がりと脱臭方法を、老人ホームのトイレ臭では光触媒機能
付き壁材と照明方法による消臭法をそれぞれ研究中。�
　「はじめはピンと来なかったが、食べ物や飲食店の臭い
研究は身近で面白い」、「世間があまり認めていなかった設
備の研究だから気合が入る」、「高齢者のトイレや失禁の臭
いは大変だったが、1人でやっているのでやりがいがある」
とは、卒研生の声。決して派手ではないが、あまり人がやら
ない重要な研究である。�

建物内のにおい研究なら、�
光田研究室。�

地下水・地下土壌�
汚染浄化研究なら、�
棚橋研究室。�

都市環境デザイン学科�棚橋 秀行 講師 研究室�

　工場やガソリンスタンド跡地の地下水・地下土壌の油汚染を
浄化して、いい環境のまちづくりを実現させることは、名古屋
はもちろん多くの大都市で最重要課題である。現在実施され
ている従来の浄化方法では完全な浄化は難しい。新たな地下
水・土壌の浄化方法開発に果敢に挑んでいるのが、棚橋研究室。
「GET Project 2004」と名づけられた浄化方法開発の目玉
は、浄化するのに有効な浄化剤（界面活性剤という）を開発す
ること。研究室でのシミュレーションでは、浄化率が70％まで
上がった。後は実際のガソリンスタンド跡の汚染現場実験で、
その見込みも立っている。�
　「何となく来たらメチャ面白くて大学院進学を決意した」、「実
験とチームワークが素晴らしい」、「机上の仕事でなく実験中
心で結果がすぐわかるから辛いけど
面白い」、「アイデア出すのが楽しい」、
「もともと化学が好きだったから」と
いう卒研生。中には「金になりそう」
という猛者もいる。「実際に土壌汚
染が浄化できる研究です」とは、棚
橋先生の売り文句。�浄化剤実験� 赤い層が油汚染層�
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　11月9日（日）、大同工業大学レガッタ大会が庄内川ボートコースで

華やかに開催された。心配された雨もごく一時的な降りで済み、選手た

ちは一生懸命オールを漕いでいた。学生クラブ、OB、教職員が5人で

チームを組み、一般の部と学生の部に分れて優勝を争った。�

　一般の部では、OBチームの「山田錦」が、職員チームの「筋肉室」を

半艇身おさえて優勝、クラブの部では、モーターサイクルスポーツ部の

「ホルスタイン」が優勝した。�

　早朝から、後片付けまで含めると夕方までの長丁場で、クラブ委員会

メンバーと、初心者でも漕げるように指導した漕艇部の現役・OB部員

が大活躍、事故もなく盛況のうちに40回の記念レガッタ大会を終えた。�

　強い寒風が吹き抜ける12月7日、半田市から知多半島

を回って武豊町に至る7区間64.5kmのコースで20チー

ムが参加して行われた第65回東海学生駅伝競争大会で、

DIT陸上部は、初出場で見事5位入賞を果たした。�

　1区は02M南康次郎選手。膝の故障を抱えながらも

必死に耐え11位で2区03B猿渡新悟選手へ。同じ順位

でタスキを受けた3区02C奥野拓選手が区間4位の快

走で4人抜き。4区12.6km、各校のエースが揃う最長

区間で、エースの01J大和立幸選手が区間3位の堂々た

る走りで6位へ上がる。5区の03J道家崇文選手が更に

一人抜いて5位へ。6区01E片桐雅樹選手、7区アンカー

03E荻野秀麿選手が5位をキープしてゴールへ。タイム

は3時間28分56秒だった。�

　ただ、競技後のミーティングでは、各選手から「悔しい

5位」の声が聞かれ、それぞれがもっと力を出せたと反省

の言葉が出た。2月1日の名岐駅伝ではこの悔しさをば

ねにもっとよいレースをしようと活躍を誓いあっていた。�

REGATTA

学生の活躍�

第40回 錦杯 学内レガッタ大会�

クラブ委員会、漕艇部など大活躍！�

第65回 東海学生駅伝競争大会�

DIT陸上部が初出場で5位入賞！�

中日新聞記事�

　新年早々の1月8日、クラブ委員会主催の昨

年度クラブ活動報告会が、40のクラブの代表が

出席してゴビーホールで開催され、各クラブの

主将・代表が、本年度にかける決意を参加者の

前で高らかに宣言した。�

　この報告会は、自分たちのクラブだけでなく

大同工大の全クラブの実情がわかり、お互いが

刺激になるところに意義がある。�

　この報告会には、名古屋女子大学から4人が

見学に訪れた。本学のクラブ活動運営が他大学

にも少しずつ浸透していることの現れといえよう。�

平成15年度 クラブ活動報告会開催�

今年度一層の飛躍を誓う。�
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　頑張って功成した学生の笑顔は素晴らしい…。今年度の学長表

彰者が決まり、11月7日と12月17日に学長から、受賞者に賞状

と記念品が贈られた。学長は受賞者の栄誉を称え、その労をねぎ

らい、更なる発展を祈念された。写真は、受賞者と学長、先生方、

顧問の人たち。�

第20回 建築設計競技・学生の部�
DITから銅賞に3点・4名が入賞！�

学長表彰式を挙行！　平成15年度に活躍した学生たち�

晴れやかな顔、顔、顔…�

　直径3メートルのリングで4台のロボットが、頭に針、お尻に風船

をつけ、相手の風船を針で割り合うというロボットグランプリ、ドラゴ

ンヘッドカーニバル。11月9日、名古屋大学で行われた同カーニバ

ルで、02J青木康宏君が堂々準優勝を果たした。�

　全国から21チーム・約80人が参加して個人戦で戦われた。青木

君は見事決勝に進出、最後まで風船を割られず準優勝。しかし本人

は「準決勝までは順調だったのに、決勝ではうまく行かず、ちょっと

悔しい準優勝です。来年も出て優勝したい」と、早くも来年に向け

て闘志を燃やしている。�

第7回 ロボットグランプリ ドラゴンヘッドカーニバル�

青木康宏君、堂々の準優勝！�

オセアニアカヌーポロ選手権・

U21準優勝の01M玉利淳君。�

日本建築家協会（JIA）東海支部、第20回建

築設計競技、学生の部銅賞受賞、高木純君、

牧野善仁君、田中拓馬・良知義雄君。�

日本機械工学科学会主催第7回ロボットグ

ランプリ、ロボッタ部門準優勝、02J青木

康宏君。�

平成15年度西日本大学ハンドボール選

手権準優勝、ハンドボール部（部を代表し

て00M板垣貴幸主将）�

学生の活躍�

将棋部 高田茂裕君�

中部学生将棋連盟�
新人王戦で見事準優勝！�
　11月16日に開催された中部学生将棋連盟・

新人王戦で、本学将棋部の02B高田茂裕君

が準優勝した。本学の将棋部は、昨年春から中部大学将棋連盟

に登録。メンバーが少ないため団体戦には出場できず、個人戦

に参戦している。春は全員予選突破がならなかったが、秋は高

田君がはじめて予選を突破して2回戦まで進出していた。この

準優勝は新たなシーズンを前に幸先のよいスタートとなった。�

　日本建築家協会東海支部が開催した第20回建築設計競技

『もてなしの場面』－あなたの愛知万博－・学生の部で、DIT

から3点・4人が銅賞を受賞。その表彰式が12月6日朝日会

館であった。（金賞なし、銀賞2点、銅賞6点。銅賞6点のうち

半分をDITで占めた）�

　このコンペは、愛知万博でどのような『もてなしの場面』を

企画・設計するかを競うもの。銅賞受賞の1番手は00A高木

純君。「CAPSULE旅籠」（カプセルはたご）と題し、大瀬子橋

の下で和風情緒溢れる進化したカプセルホテルを造り、外国

からのバックパッカ－（安い料金で世界を旅する人々）に宿泊

してもらおうという企画。次は00A牧野善仁君。「Rest 

Place ～休息の場所～」と題し、コンビニに休息や情報交換

ができる空間を設けて、出会いと対話の場に変えようという

企画。そして00A田中拓馬君と00A良知義雄君の「もてな

しの場面」は、広い地下街に芸術的な“障害物”をつくり、それ

によってできるよどみを人が譲り合って通るときに生れる心

の触れ合いを提案する企画。�

　いずれの企画も、

ユニークさ、あたた

かさが評価された

もので、DITの建築

設計教育のレベル

が高いことを示す

結果となった。�

00A高木純君 「CAPSULE旅籠」（カプセルはたご）�

00A牧野善仁君 「Rest Place ～休息の場所～」�00A田中拓馬君と00A良知義雄君の「もてなしの場面」�

入賞を報じた朝日新聞（H15.11.22）�
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三重の田舎に突然、�
東京・南青山から仕事がきました�
�
　突然1通のファックスが三重の近藤建築設計事務所（三重郡朝日町
柿）に飛び込んだ。日本一の超ハイタウン・東京南青山にブティック
を開く一流デザイナーのブティック建築の依頼だった。早速東京へ出
向いて依頼主の田中悟史デザイナーに面会した。「あなたの作品を本
で見てあなたに造って欲しいと直感しました。お任せします。どうぞ
よろしく。」という手短な会話で話しは決まった。�
　それまで、店舗といえば、一流ブティックといえども、全てどんな
に趣向を凝らしても服をハンガーにかけて並べてあることに変わりな
かった。それを近藤氏は、「服はデザイナーの作品であるから、店で
はなくギャラリーにしよう」と従来の店舗設計デザインを根底から覆
す方針を決定。出来上がった店舗デザインは、ディテールにトコトン
うるさい田中悟史氏が、何と一発でOK。田中氏のスタッフから「近
藤さんのように一発でOKとなった人はいませんでした」と言われた。
店舗は2ヵ月足らずで完成。その出来栄えに依頼主は大満足だった。�
�

形は最後の最後。�
重要なことは提案・主張です�
�
　DITを卒業してトヨタホームへ。しかし「カローラのセールスマン
になれ」といわれ、3ヶ月で退社。その後15年間、各種の建築事務
所に出入りしたあと、念願の独立を果たす。初仕事が「新建築・住宅
特集」に取り上げられた。それ以降は受賞ラッシュ。その作品は日本
だけでなく、イギリスやオランダの雑誌にも紹介される（写真参照）。
NHKやCBCテレビ出演や新聞の取材も受けた。�
 「DITでは文章をいっぱい書かされました。でもそれがよかったん
です。建築は何を提案するか、主張するかが重要です。形は最後の最
後に出来上がるものです」と語る。何よりもスピリッツの重要性を説
く近藤氏の眼差しは、新しい提案を次々と打ち出し続けてくれること
を予感させていた。�

元気印の卒業生 ③�

1983年3月 建設工学科建築学専攻（当時）卒業�

近藤博史建築設計事務所 主宰�

近藤 博史 氏�

中日新聞にも掲載される。�

近藤氏設計、田中悟史氏の店（グッドデザイン賞を獲得した作品）�

日
本
、外
国
の
雑
誌
、専
門
誌
に�

作
品
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。�



DAIDO CAMPUS No.47  11

　名鉄大江駅から国道247号線を10分ほど大同町に向かって歩いた宝生町2丁目の
交差点北東側に、その付近では珍しい小粋な店、それがイタリアンレストラン、パステッロ。�
　店の案内カードには「イタリア風大衆食堂」とある。店に入るとこれは「店主の謙遜」
だったことがわかる。イタリア風のインテリアは、飾り立てるでもなく、かといってダサく
もなく控え目。�
　ここでアルバイトしている00Cの石原聖子さんによれば、昼のランチが評判で昼時は
込み合うという。ちょうど昼時だったが、うまい具合に席が取れた。�
　人気メニューを尋ねると、「ペア･ランチセット」だとのこと。AとBの2種類あった。「ペ
アでこられたカップルに、いい料理と雰囲気を手軽に味わってもらうためのメニューな
のです」と店の人が説明してくれる。�
　「ペア･ランチセット」のA（カルボナーラ）を注文する。料理が来た。はじめはスープ。
小さいカップだが濃厚な味。続いて生ハム、鴨入りのサラダ。ボリュームがあってドレッシ
ングもよい。次はカルボナーラ･スパゲッティ。パスタの茹で加減とソースがマッチして
おいしい。続いてピッツァ。とにかくデカい。卵をうまく伸ばして切り分ける。硬からず軟
らかからず、味は濃からず薄からず、ちょうどよい。ここまで来るとお腹が膨れてくる。最
後はデザート。この日はプリンとコーヒー。これもまろやかだった。�
　これで一人1,050円。学生にとっては決して安くはない。でも、たまには彼女と、又は
彼とペアで少しリッチなランチを味わうのもよい。そういうレストラン。大学生にありが
ちな「空腹を満たす」だけのランチではなく、「いいひと時を過ごすランチ」を取り入れ
てもよい。�

DITの近くの学生向けグルメを紹介します�

名古屋市南区宝生町2丁目2－1�
TEL 052-613－5011�

営業時間／AM11：00～PM2：30�
 PM5：00～PM10：00�

定 休 日／毎週月曜日�

名
鉄
河
和
・
常
滑
線�

名
四
国
道�

至
笠
寺�

至四日市�至内田橋�

至大高�至柴田�

カレー�
ハウス� パステッロ�

大同家具�

臨海鉄道�

市営住宅　宝生荘�

港東通り�

名古屋�
トヨペット�

国
道
２
４
７
号
線�

たまにはペアで“いい雰囲気ランチ”を�！�！�
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　12月10日、他の22大学の学長、副学長とともに出席された読売新
聞社主催「第3回大学中部地区懇話会」から1週間後の12月17日、読
売新聞社名古屋本社社会部次長の中村康生記者が、学長取材に本学
を訪れた。�
　この「明日の人に」欄は、社会で活躍し識見を持つ方々のメッセージ
を若い人たちに伝える紙面4分の1ほどの読み物。この中で学長は、
高校時代から現在まで、ご自分のご興味の変遷を語られ、最後に、「好
きでもないことを勉強しても長続きしない」こと、「人の物まねも無意
味」なことを強調され、「自分の好きなことを見つけよう」と結ばれた。�

大活躍� 澤岡学長、講演や�
マスコミ取材で大忙し！�
ズバリ核心をつく積極的な発言を展開。�

日本学術会議地域振興・
中部地区フォーラム／
産学官連携と地域も
のづくり産業の振興シ
ンポジウム��
�
　このシンポジウムは、11月26
日(水)、名古屋大学で開催され、
澤岡学長は、黒川学術会議議長ら
とともにパネルディスカッション
のパネラーとして出席された。�
　この席で学長は、「私の企業と
の付き合い経験から」と題して発
言され、「企業との付き合いは麻
薬である」と思い切った発言で拍
手を浴びられた。「かつて大学の
研究が実用化に至った例は少なく、
画期的な長所を持った発明でも、
わずかの短所が商業化を阻む。
今後は失敗した起業家の救済が
重要課題となる」と主張された。�

　1月15日の昼、突然テレビ朝日から学長に久米宏の「ニュースステーション」の取材依頼があり、
すぐ東京から取材クルーが本学を訪れ、午後5時半から学長室でインタビューが始まった。�
　この日アメリカのブッシュ大統領が発表した月面基地建設と火星に人類を送るというアメリカの新
しい宇宙計画発表のニュースで、学長にコメントを依頼したもの。�
　45分のインタビューでその夜放送されたのはわずか1分足らず。「宇宙開発に詳しい大同工業大
学澤岡昭学長」とアナウンスと文字スーパー入りで紹介された。「アメリカが2010年にスペースシャ
トルを廃棄するのは、国際宇宙ステーション計画に協力したヨーロッパや日本に対して無責任です。
ステーションに物資を運搬するのにスペースシャトルは欠かせません」と述べられた部分が放送さ
れた。�
　このニュースには、政治的背景について立花隆氏もコメントし、さしずめ学長と立花氏のアメリカ
の新宇宙計画に対するコメント合戦となった。因みに学長が全国ネットで放送された時間を広告料
金に換算すると、約1千5百万円ほどに相当する。�

テレビ朝日『ニュースステーション』�
学長を取材、立花 隆氏とコメント競演！�

　12月4日、岐阜グランドホテルで開催された「産官学懇談会」で、「有人宇宙開発に学ぶ企業の危機
管理／コロンビア号事故報告書の衝撃」と題して1時間30分にわたり講演された。�
　NASAの宇宙開発史上に起こった人身事故とその対応を振り返りながら、昨年2月のスペースシャト
ルコロンビア号空中分解事故調査委員会報告書の内容が、「これまでのNASAの組織文化を変えない
限り、大事故を起こす体質から抜け出ることはできない」とNASAの存在を否定するほど厳しく断言し
ていることの意味を強調された。�
　「危機管理は組織文化を変えること」だが、「国家にしろ大学にしろ、そう簡単には変えられない」。「そ
れを変えないとまたその組織は存続できない」と述べられ、最後に「危機管理は日頃社会とどのように
付き合っているかにかかっている」と結ばれた。�

岐阜県経済同友会産官学懇談会12月例会�

読売新聞社、学長をインタビュー！�12
月
22
日
の
朝
刊
「
明
日
の
人
に
」
欄
に
掲
載
。�

都市環境デザイン学科大東憲二教授�
新刊書出版に参加。��
　11年前に出版され土質力学の入門書としての評価を得ていた第1版
に、新たな知識解説や今日的課題である地盤環境問題を組み込んでいる。�
　大東先生は、11章のうち第3章「土中の水理」と第8章「斜面の安定」
の2つの章を執筆されている。�

祝�！�藤原俊隆客員教授、�日本燃焼学会功労賞受賞。�
研究･後進の育成での長年の功労が受賞対象に。�
ますますのご活躍をお祈りします。�
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　11月12、13日の2日間、ナゴヤドームで開催された｢建設技術フェ
ア2003 in 中部｣に、都市環境デザイン学科の嶋田先生が出展され
た。先生は、「街路景観整備の評価手法」というタイトルで、CGや3
次元CADを用いた景観シミュレーションと、マーケティングの分析
手法によって街路景観整備を評価する試みを展開。「特に企業の出
展が多いから、出展した大学は企業にPRになる」とブース運営に尽
力されていた。�

　教養部の成田先生が、名古屋市生涯学習推進センターが企画した
大学連携講座で、12月2日と9日の2回にわたって、「数学点景～数
学って何やってるの？」と題して、数学のおもしろさを市民のみなさん
に講演された。�
　受講者は50名で殆どがお年より。「数学初心者といっても結局は
数学に詳しい人が来るんですね」とは、先生の感想。�

　11月11日、名古屋市南生涯学習センターとの共催で、開催された
パソコン教室で、情報機械システム工学科の松浦先生が講師をつとめ
られた。受講生は桜田中学校生徒のお母さんたち20名。ワードソフト
を使って平成16年サル年の年賀状を、1時間30分かけて全員が製作
して講座を終えた。�

建設技術フェア2003 in中部に、�
嶋田喜昭講師出展！�

「愛知土壌・地下水汚染�
　　　対策研究会」設立！�
大東憲二教授が会長に。�成田淳一郎助教授、�

名古屋市の�
大学連携講座講演！�

「パソコン教室・�
年賀状を作ろう」開催。�
松浦章裕教授奮闘！�

　昨秋新たに設立された土壌・地下水
問題を総合的に解決するための産学
共同研究会の会長に、都市環境デザイ
ン学科の大東先生が就任され、日本経
済新聞にも掲載された。�
　この研究会には、大学からは大同工
業大学、民間からは、矢作建設工業、ア
イエスシイ、木曽興業、中日本航空、谷
澤総合鑑定所、東海技術センター、ドリ
コ名古屋支店の愛知県下民間7社に、オブザーバーとして
UFJ総合研究所が参加。毎月1回のペースで研究会を開き、
1年後をめどに、GIS（地理情報システム）を活用して地図
上から土壌の調査に必要な情報を検索できるシステムな
どを構築する計画。�
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　昨年11月、12月に相次いで発行された『週刊朝日』と『サンデー毎日』
の「全国大学就職内定ランキング」で、本学は『週刊朝日』で4位、『サン
デー毎日』で3位にランクアップされた。日頃本学が産学連携を軸に就
職率100％を堅持してきた実績を両誌が評価したもの。今後も就職内
定100％を全学挙げて維持しつづけ、かつ優良企業への就職を増やす
ことが本学の強力な広報となり、大同工業大学ブランド構築に繋がるこ
とを本学内部に改めて認識させた。�

就職�
就職率100%維持のために　  精力的な取り組みを！�

トピックス�

平成16年度 就職戦線、本格始動！�
就職ガイダンス、常識試験対策など活発に！�

　2004年度に就職活動を迎える3年生への就職支援活動が本格的に始まった。�
　まず11月18日から工学部の学科ごとに3回目の就職ガイダンスが10日間にわたって開催された。
このガイダンスでは、企業で活躍中の先輩を招いて「私の職場生活」と題して、仕事の様子を話して
もらうとともに、4年生で内定をもらった先輩の「就職活動」を紹介してもらった。�
　学生にとっては、実社会の企業の生情報や、貴重な就職活動体験を聞ける有用なガイダンスとなっ
た。内定をもらった4年生からは、とにかく早く取り組むこと、履歴書をしっかり書くこと、そして大学
の就職指導室を徹底的に利用することなど、貴重なアドバイスが次々飛び出した。�
　また、最近の就職試験で面接に辿りつくまでの難関となっている常識試験やSPI試験への取り組
みのノウハウも併せて伝授された。�
　平成15年度の就職戦線は、求人が増えているのに内定率が前年比を下回る状況が続いている。
学生諸君の積極的活動が求められている。�

大同工業大学�
全国大学就職内定ランキングで�
4位と3位。�
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扶桑中学校生徒が中日新聞をみて本学訪問。�
佐藤義久教授のダリウス型風力発電機を見学。�
　11月20日、扶桑中学校の生徒さん
5名と先生1人の6名が、ダリウス型風
力発電機の見学に訪れた。10月21
日中日新聞朝刊に紹介された風力発
電機の記事を見て、同中学校から直接
に見学依頼がきたもの。�
　当日は、あいにくの天気ではあった
が電気電子工学科佐藤先生の説明で
風力発電機を見学、その仕組みに感心
していた。見学を終えてA棟14階サ
ロンでの昼食では、メニューに大満足
だった。�

ライト兄弟初飛行百周年記念、�
「講演と模型飛行機教室～作って飛ばそう！」、本学で開催！�
　親子が協力して作ったプロペラ付き模型飛行機が、広い石井記念
体育館のなかを見事に飛び回り、歓声が館内にこだました。�
　これは、（社）中部航空宇宙技術センター、日本宇宙少年団名古屋
支部、そして大同工業大学の三者が共催した「講演と模型飛行機教
室、ライト兄弟から宇宙への100年」のイベントで、12月13日、本
学滝春校舎に139名の親子が参加した。�
　10時からゴビ－ホールで「ライト兄弟初飛行ビデオ」の上映と、
JAXAの主任研究員・青山剛史氏による「飛行機はなぜ飛ぶのか」
の講演のあと、B棟の1階学生ホールで参加者が約4時間かけて模
型飛行機を製作。午後3時から石井記念体育館で製作した模型飛
行機の飛行大会でどれだけ長く飛ぶかを競った。中にはバランスよ
く大飛行を成し遂げた飛行機も登場し、盛況のうちに閉幕した。こ
の模様は、翌日の中日新聞朝刊にも写真付きで紹介された。�

ウォルト・ディズニー制作の大人気映画�
「ファインディング･ニモ」�
高校生対象の上映会、盛大に開催！�
　昨年夏アメリカで大ブレイク、アニメ映画の興行記録を塗り替えた「ファイ
ンディング･ニモ」の高校生対象上映会を、12月6日、名駅の中小企業センター
で盛大に開催した。�
　300組･600名の高校生を招待して、勉強に忙しい合間に、さわやかな感
動を味わってもらおうと企画。上映会前には情報学部の横山弥生助教授に
CGについて短い講演をお願いした。また先生には講演に続いて「ニモ・キャ
ラクター」の抽選会の司会までやっていただいた。�

開かれた大学�



お詫びと訂正�
本誌前号（No.46,11月発行）で、下記の間違いがありました。お詫びして訂正します。�
①3ページの「環境デー・なごや2003」の見出しと記事で、出展研究室が「堀内研究
室」のところを「棚橋研究室」と間違ってしまいました。②13ページの「日本音響学会」
の記事見出しで、三品善昭先生のお名前を誤って喜昭としてしまいました。また記事
の中の浅井先生を誤って浅田先生としてしまいました。�
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次をつくる人をつくる�

編集後記�

　まず、滝春校舎正門脇の風力発電実験装置にイルミネーションが取り付けられ、クリ
スマスムードを盛り上げた。そしてクリスマスイブの24日午後5時30分から吹奏楽団
のサックスパートの4人が、A棟14階の交流室でクリスマスコンサートを開催、ソフト
なクリスマスソングを披露した。当日は名古屋港の花火見物に近所の市民も訪れたが、
花火前の思わぬプレゼントに満足していた。�

①昨年から今年にかけて、ＤＩＴでは学生や先生が様々な
活動を展開し、その成果がマスコミにも取り上げられまし
た。本号でもできれば全て取り上げたかったのですが、残
念ながら割愛したり次号へまわしたりした話題が多くあり
ました。�
②大同工業大学では、先生と学生諸君が共同で、面白い

研究に厳しく楽しく取り組んでいます。学生諸君にやりが
いを見つけてもらえるよう、全学挙げて卒研をサポートし
ています。�
③昨年は学生諸君の活躍が顕著となった年でもありました。
今年も昨年以上の成果をあげることができるよう、教職員、
学生ともども全学挙げて頑張ります。ぜひご期待ください。�

特派員募集�大同工大キャンパス編集部では、学内学外から特派員をいつでも
募集中です。ニュースをお届けいただきますと、新しく
製作した「DITサポーターバッジ」を差し上げます。�

平成15年度後援会の役員会開催！�
新役員も加わりなごやかに。�

　9月と10月に9ヶ所で開催した教育懇談会を受けて、
11月7日午後3時から本学A棟14階の交流室で、後援
会の新旧役員の方々と、澤岡学長、岩間副学長はじめ本
学の部長、学科長らが出席して、後援会役員会が開催さ
れた。�
　澤岡学長が挨拶された後、早速各地区での教育懇談会
の成果と反省・課題などが議論された。�
　午後4時30分からは懇親会が行われ、新旧役員の方々
と教職員が親しく懇談。本年度で退任される役員の方々
の感慨深そうな表情が印象的だった。�

平成15年クリスマス、�
大同工大でも趣向いくつか�

　大同工業大学建築学
科3年生による「住宅地
と共生する工場のリニュー
アル案」の模型と図面の
展示会を、名古屋市南区
主催「魅力体験フェスティ
バル」の中で開催します。
ぜひご覧ください。�http://www.daido-it.ac.jp

大同工業大学ホームページリニューアル！�

ぐっとハイセンスにフラッ
シュもふんだんに使っ
ています。今後もます
ます充実させます。ぜ
ひアクセスください。�

NEW

学生による�
「街づくり提案」展示会�
�

お知らせ�

◆日時：3月13日(土)　10：00～15：00�
◆場所：名古屋市南区役所内講堂(入場無料)

新しい年が�
始まりました。�
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